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 本協会では2008年から、日本への投資、海外証券会社・金融機関の日本市場への進出等を促進することを主な目的とし
て、「日本証券サミット」の開催等、日本市場の海外向けPRのための活動を実施している。

 本年度は、昨年度に続き、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、日本証券サミットの実地開催に代え、 フィナンシャ
ル・タイムズ（FT）との共催のオンライン・イベントを開催、また、FTの紙面に同イベントの採録記事を掲載することにより、
幅広い海外市場関係者へ日本市場のプロモーションを実施する。イベント等の概要は以下のとおり。

海外市場関係者向けにFTとの共催で日本市場のプロモーションのオンラインイベントを開催し、その後、同イベントの採録記事を
FT紙面に掲載する予定。

１．イベント等の開催の経緯

２．イベント等の概要

日程

イベント開催日 ：2022年 2月 8日（火）日本時間23時
（NY 9時／ロンドン 14時／香港・シンガポール 22時）
イベント終了後１か月程度オンデマンド配信予定

採録記事掲載日 ：2022年 3月 下旬

イベントの名称

Fostering innovation and sustainable finance in Japan
－The evolution of Japan as an investment destination & global finance hub－
仮訳：日本におけるイノベーションの促進とサステナブルファイナンスの発展に向けて

－投資先、そして国際金融ハブとしての日本の進化－

主催者 FT及び日本証券業協会の共催

主な対象 海外の市場関係者（特に米欧の投資家や資産運用業者）
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２．イベント等の概要（続き）

パネルディスカッション
のテーマ

• 持続可能な経済への移行にあたり、金融センターは金融をどのように活用しているのか。この点、先進国
の中でも日本はどのように対応しているのか。

• 規制当局による枠組みの整備は、トランジション・ファイナンスの導入やサステナブル・ファイナンスの普及に
どのような形で好影響を生み出しているのか。

• 日本経済を加速させるにあたり財政出動はどのような成果を生み出してきたか。日本経済のパフォーマン
スをどのように見るか。

• 未来の市場を更に発展したものとするために、日本はどのような分野に注力する必要があるか。また、新た
なビジネスや投資家を惹きつけるために、日本市場はどのような取り組みを行っているか。

イベントのプログラム

イベントの参加方法 FTのイベントウェブサイト（https://jpfinancehub.live.ft.com/）より参加登録（次頁参照）

日本時間 プログラム

23:00～23:05
歓迎・開会の挨拶

日本証券業協会 会長 森田 敏夫

23:05～24:00

パネル ディスカッション

モデレーター：フィナンシャル・タイムズ 担当者

パネリスト ：金融庁 金融国際審議官 天谷 知子 氏

シカゴ大学ブース・ビジネススクール 特別功労教授 アニル・カシャップ 氏

その他、市場参加者や有識者から１名ご登壇いただく予定

https://jpfinancehub.live.ft.com/
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イベントウェブサイトURL：

https://jpfinancehub.live.ft.com/

こちらから参加登録

FTとの共催による
日本市場のプロモーション・イベントのウェブサイト

https://jpfinancehub.live.ft.com/
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パネルディスカッション
の主なポイント

• Z/Yenグループ マイネッリ会長より、日本の金融センターとしてのポテンシャルの高さと改善の余地がある分
野等について発言があった。

• 金融庁 氷見野長官より、日本市場の魅力や改革の進展、上述の改善の余地がある分野について日
本政府が既に開始している取組みの内容や将来の展望等について発言があった。

• フィデリティ・インターナショナル ヤング代表取締役社長より、上述の日本政府の取り組みやコロナ禍を契
機としたデジタル化の一段の促進を背景とした日本における確かな変化の実感等について発言があった。

イベントのプログラム

視聴者数 712名（登録者ベース。うち、313名はライブ配信を視聴） ※ オンデマンド配信は2021年3月11日まで

日本時間 プログラム

23:00～23:05
歓迎・開会の挨拶

日本証券業協会 会長 鈴木 茂晴

23:05～23:55

パネル ディスカッション

「2021年以降の国際金融センターのあり方

－ パンデミック後、日本は競争力をどのように確保するか －」

モデレーター：フィナンシャル・タイムズ 米エディター・アット・ラージ ジリアン・テット 氏

パネリスト ：金融庁 長官 氷見野 良三 氏

Z/Yenグループ 会長 マイケル・マイネッリ 氏

フィデリティ・インターナショナル 代表取締役社長 デレック・ヤング 氏

主な対象 海外の市場関係者（特に米欧の投資家や資産運用業者）
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【参考】昨年の本イベントの模様
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【参考】昨年の本イベントに係る採録記事のイメージ


